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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月8日(2013.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　重油を処理して、粘度を減少させ有害な不純物を除去すること、
　水素と一酸化炭素との混合物を形成するのに十分な水蒸気改質反応条件下で、処理され
た前記重油と水とを反応させること、
　水素と一酸化炭素との混合物を形成するのに十分な乾燥改質反応条件下で、処理された
前記重油と二酸化炭素とを反応させること、
　前記蒸気改質および乾燥改質の工程で生成された水素と一酸化炭素との混合物を組み合
わせて、約２：１と２．１：１との間のモル比で水素と一酸化炭素とを形成すること、お
よび
　メタノールのみを生成するのに十分な条件下で、水素と一酸化炭素との混合物をその成
分を分離すること無しに反応させることを含む
　メタノールを生成する方法。
【請求項２】
　前記重油が、タールサンド、油頁岩、様々な重油の沈殿物またはそれらの残渣を含む、
任意の適切な供給源から得られ、
　粘度が低減されるように、ならびに、硫黄および金属が取り除かれるように前記重油が
処理される
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　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　３０～４０のＡＰＩ指数を有するように、ならびに、硫黄および金属の少なくとも９９
．８％を除去するように前記重油が処理される
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　生成される一酸化炭素に対する水素のモル比がおよそ２．０５：１である
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記メタノールを形成するのに適切な温度かつ適切なモル比の単一工程で、前記水蒸気
改質および乾燥改質の工程が共に実行される
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　約８００℃～１１００℃の温度の触媒の存在下における単一工程で、前記水蒸気改質お
よび乾燥改質の工程が共に実行される
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記触媒が、単一の金属触媒、単一の金属酸化物触媒、金属および金属酸化物の混合触
媒、または少なくとも１つの金属酸化物と他の金属酸化物との混合触媒を含み、前記触媒
は酸化物担持体上に随意に提供される
　請求項６に記載の方法。
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